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ご利用にあたって

「 IM-AccelDB ファーストステップガイド」について

IM-AccelDB ファーストステップガイドは、「インストール編」「操作編」「操作編　別紙（設定変更）」で構成されます。

各編の説明を以下に示します。

No 名称 内容

1 インストール編 IM-AccelDB のインストール手順について示します。

2 操作編 クラスタ起動から停止までの基本動作、およびアクティベーションについて示します。

3 操作編　別紙（設定

変更）

【本資料】

IM-AccelDB のネットワーク設定を変更する手順について示します。

IPアドレスやホスト名の変更が必要な場合に実施します（クラスタを起動する前に実施してく

ださい）。

IM-AccelDB 各機能の詳細な情報につきましては、「 IM-AccelDB マニュアル」（以下、マニュアル）をご覧ください。

本資料で対象とする方

本資料は、以下の方を対象にしています。

IM-AccelDB インストール直後に、ネットワーク設定を変更する方

準備するもの

本資料に記載された手順を実施する前に、以下のものを準備してください。

変更するIPアドレスを記載したYAML形式ファイル（以下、 <IPファイル> ）

前提条件

本資料に記載された手順を実施する前に、以下の条件を満たしている必要があります。

「ファーストステップガイド　インストール編」に記載された手順が完了していること

IM-AccelDB 操作用端末にブラウザ(Mozilla FireFox, Google Chrome推奨)がインストールされていること

IM-AccelDB へのログイン（ファーストステップガイド　操作編　2-2 ログイン参照）が完了していること

注意事項

インストール直後の状態で実施してください。

商標について

本資料に記載されている会社名、システム名、製品名は、一般に各社の登録商標あるいは商標です。

記述ルールについて

操作対象の記述ルール
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本資料において、操作対象となる画面名などは、以下のルールに則って記述します。

No 項目名 説明 例

1 画面名/画面項目 「鉤括弧」で括ります。 「Size」に値を入力します。

2 ユーザーによって値が変わる項目 <山括弧>で括ります。 <仮想マシン作成場所>を設定します。

3 ボタン [角括弧] で括ります。 [Create] ボタンをクリックします。

4 記入/選択 『二重鉤括弧』で括ります。 『swap』を選択する。

注意事項等の記述ルール

本文中の注意事項等に関しては、下記のルールに則って記述します。

注意
操作を実施する前に必ずご確認ください。

コラム
操作にあたってお困りのときにご確認ください。

本資料で使用している用語

本資料で使用する用語について、以下に示します。

No 用語 内容

1 クラスタ 高い可用性を実現した IM-AccelDB サーバ群のこと。
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ネットワーク設定変更

ネットワーク設定変更の各機能について説明します。

設定変更

IM-AccelDB のネットワーク設定を変更する機能です。

クラスタ内全てのノードで、本手順を実施してください。

前提条件

手順実施前に、以下を確認してください。

IM-AccelDB インストール直後の状態であること（クラスタ起動や切り替えを行っていないこと）

IM-AccelDB のクラスタが停止していること（HA構成の場合は両系が停止していること）

注意

IM-AccelDB インストール直後の状態であること（クラスタ起動や切り替えを行っていないこと）を必ず確認して

ください。

IM-AccelDB インストール後から1回以上クラスタを起動した場合は、1号機がMaster機として起動している状

態でクラスタを停止してから、設定変更を実施してください。

設定変更

以下の手順で設定変更を行います。

1. クラスタが起動している場合は、クラスタを停止します。

詳細は、ファーストステップガイド 操作編 2-3 クラスタの起動・停止 を参照してください。

2. メニューリストから、[設定管理] をクリックします。

（メニューリストの操作方法の詳細は、ファーストステップガイド　操作編　2-1 メニューリスト を参照してください。）

3. 「設定管理」画面が表示されたことを確認します。
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4. 「高度な設定」から [アップロード] ボタンをクリックし、 <IPファイル> をアップロードします。

5. 「ファイルアップロード完了」画面が表示されます。

ファイルチェックが成功していることを確認し、[Dry-Run] ボタンをクリックします。

6. 「Dry-Run」画面が表示されます。「結果」がすべて『成功しました』となっていることを確認し、[Run] ボタンをクリックしま

す。

コラム
エラー発生時など、実行結果の詳細を確認する際は [詳細情報] ボタンをクリックします。

7. 「Run確認」画面が表示されたことを確認し、[Run] ボタンをクリックします。

8. 「実行中」画面が表示されたことを確認します（完了画面は表示されません）。
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コラム
IM-AccelDB GUIにアクセスするためのIPアドレスを変更する場合は、Run実行中に <変更前のIPアドレ

ス> で IM-AccelDB GUIにアクセスできなくなります。

9. 現在開いているウインドウ（タブ）を開いたまま、ブラウザの新しいウィンドウ（タブ）を開いて、 <変更後のIPアドレス> で

IM-AccelDB GUIにアクセスします。

注意

処理の実行中にウィンドウ（タブ）を閉じると、処理が完了しないことがあります。

<変更後のIPアドレス> で IM-AccelDB GUIにアクセスできることを確認後に、古いウィンドウ（タブ）を閉じ

てください。

10. 「設定管理」画面から、「高度な設定」の [履歴] ボタンをクリックし、「履歴」画面を表示します。

11. 設定を変更した時刻のバックアップファイルが生成されたことを確認します。

コラム
設定変更に成功すると、使用した <IPファイル> がバックアップファイルとして保存されます。

12. 変更した設定を反映させるために、OSを再起動します。

メニューリストの [運用管理] から、[マシン操作] をクリックします。
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13. [再起動] ボタンをクリックし、[はい] ボタンをクリックします。

14. [再起動] ボタンをクリック後、『処理を実行しています』と表示されます。

再起動には数分時間がかかりますので、しばらくお待ちください。

以上で設定変更は終了です。

ファーストステップガイド操作編 2-3 クラスタの起動・停止 を参照して、クラスタ起動・組込ができることを確認してください。

コラム

クラスタ起動できないとき

・変更した設定が反映されていない可能性があります。再度OSを再起動してください。

・ネットワーク設定が誤っている可能性があります。緊急コンソールや仮想ホストの設定画面で、ネット

ワークの設定を確認してください（特に、クラスタ監視先のIPアドレスに疎通できることを確認してくださ

い）。

初期化

ネットワーク設定を、インストール直後の状態に戻す機能です。

クラスタを構成する各マシンで実施してください。

Copyright © 2016 NTT DATA INTRAMART

CORPORATION
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前提条件

手順実施前に、以下を確認してください。

IM-AccelDB のクラスタ起動や切り替えを行っていないこと

IM-AccelDB のクラスタが停止していること（HA構成の場合は両系が停止していること）

初期化の実行

以下の手順で初期化を行います。

1. 「設定管理」画面から、「高度な設定」の [履歴] ボタンをクリックし、「履歴」画面を表示します。

2. 「履歴」画面下部の [初期化] ボタンをクリックします。

3. 「初期化確認」画面が表示されることを確認し、[はい] ボタンをクリックします。

4. 自動でDry-Runが実行されます。そのままお待ちください。

5. 以降は、 設定変更 の手順6~14を実施します。
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